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4)ハルビン医科大学第三病院における直腸痛

に対する外科治療について
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張 罫 凡

須田 武保 ･畠山 勝義

(
ハルビン医科大学

第三病院腹部外科

(要一嵐 大 学 )

1975年から1993年まで,ハルゼ ン医科大学第三病院

で経験 した直腸痛症例を対象として検討 した結果,若年

者直腸痛 (30歳以下)の占める割合は15%であった.直

腸癌が全大腸癌の 71.4%を占め.かつ下部直腸癌 (Rb,

P)が高傾度 (72.1%)であった.肉眼型で浸潤型 (3

壁,4型)が 47.0%を占め,組織型は (por,muc.sig)

33.5%と高率を占めていた.リンパ節転移の方では深遠

度で mp までの群と ss以上の群,肉眼型で限局型 と

浸潤型及び組織型で分化型と低分化型の間有意差が認め

られわ.側方向転移は原発巣が腹膜返転部以下だけの症

例で認められ,転移率は10%であった.3群 までの部活

術を標準手術式 として行ってお i),全体の 5年生存率は

68.0%で,10年生存率は 47.1%であ り,局所再発率は

9.7% (122/1255)であった.

5)当科における直腸痛側方 リンパ節転移陽性

例の検討
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【日的】直腸痛における側方部活は根治性 と機能温存

を閣立させなければならないという問題があ り,施設に

よってその適応は微妙に異なっている.今回当科におけ

る直腸痛側方郭滴の適応 と現況を把握するために直腸痛

側方リンパ節転移陽性例について検討 した. 【対象】
1993年 7月から1999年 9月までに当科における直腸癌

開腹手術症例 104例中,側方部活を行った49例を対象 と

した.49例中9例に側方転移が認められた. 【結果】術

氏 :APR6例,SPO3例,局在 :Rbalf札 Rb4例,

Rbp3例,Rpbl例,深達度 :全例 ss(al)lM菜,

腫蕩径 3cnュ以上であった.また上方向 リンパ節 nO症

例 も2例認めた.術後局所再発は4例であった (49例申

8例).9症例の 5年生存率は37.5%であった.

【考察 と結語】当科では側方部活の適応 を基本的に全

例両側自律神経温存で,Rbでは MP 以深,膿療径 3

cm 以上,Raでは SE以深.上方向 N2以上の症例

としている,今回の検討では検索 し得た他施設 と同様の

結果であったが,リンパ節関連の局所再発例も認めてい

ることから,今後さらに根治性 と QOLを両立すべ く適

応と郭情事技の検討が必要 と考えられた .

6)転移･再発大腸癌に対するトポテシン(CPT
-ll)の使用経験
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1999年 4月-9月までに当科で経験 した転移 ･再発

大腸癌症例9例に対 して,CPT-11100mg/m 2を単独

で週旦回2週にわた り点滴静注 し,その効果を検討 し

た.9例中3例 (33.3%)に PR を認め,再発部位 別

にはリンパ節転移で 66.7%,肺転移で50%.局所再発

で33.3%に効果を認めたが,肝転移 と腹膜播種では効

果は認められなかった.副作用 としては白血球減少 を

55.6%.食欲不振.悪心 ･噂吐 を 44.4%∴下痢 を 22.2

%に認めたがいずれも改善 した.CPT-llは転移 ･再

発大腸癌治療における重要な寒剤の 1つであると考えら

れ,今後 も症例を増や して検討する予定である,

Ⅱ.主 題

吊 十二指腸 に初発 し,7年後 に太腹 に病 変 を認

めた リンパ腫 の-一例
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症例は80歳女性.十二指腸球部後壁を中心に管腔的半

闇を占める腫脹 した粘膜局面を認め,生検にて形質細胞

港 (短A 陽性,ス陽性)と考 えられた.病変が十二指

腸に局在,高齢等の理由で経過観察 したところ,病変は

縮小傾向を示 した.2年後生検組織は中細胞型び漫性 リ

ンパ腺の像に変化 し,6年後には内視鏡的に病変 を認識

できなくなった.その 1年後,大腸内視鏡検査で S状結

腸 ･直腸に粘膜下腺癌棟隆起の散在を認め,MALT リ

ンパ腫 と診断された.大腸病変は 4ケ月後に消過 し,9


